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11月 17日（木）に学校説明会を行いました。 
今年は、須々万中学校と太華中学校から保護者を含め、そ

れぞれ 2名ずつ参加いただきました。 
はじめに、定時制全体の説明を行い、その後、学校内の実

習棟や各施設を案内しました。参加した生徒からは、「ぜひ入
学して頑張りたい」との声も聞けて、有意義な説明会でした。 

学
校
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11月 14日（月）から 11月 18日（金）までの 5日間、
授業公開を行いました。この取組は、定時制生徒の授業の様子
を保護者の方や近隣の中学校・高等学校の関係者の方に見てい
ただくことを目的としています。公開時間は 17時 30分から
20時 45分まで、コロナ禍ですが今年も実施できました。 

授
業
公
開 

 11月 11日（金）の１時間目に「ＡＥＤの講習会」を行いました。 
講師の先生は、全員が日赤救急法指導員であり、本校養護教諭の高松先生をはじめ、外部から

國井先生、杉本先生、清水先生の 3名をお招きしました。講習会は、はじめに DVDを視聴して、
ＡＥＤの使い方等について学び、その後、各班に分かれて、実際にＡＥＤと人形を使って、緊急
時の声掛けや心肺蘇生、ＡＥＤの装着、操作等を学びました。 
講師の先生は、各班に 1名配置され、生徒一人ひとりに合わせた指導をしていただきました。

生徒の皆さんには、この経験を生かして、緊急時には勇気をもって行動し、一人でも多くの方の
「命」を救ってほしいと思います。この活動は、今後も計画的に実施していく予定です。 
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 11月 17日（木）の 4時間目に人権教育講演会を行いました。 
講師の先生は、下松市教育委員会生涯学習振興課の大園克紀先生をお招きしました。 
演題は「幸せ半分こ、うれしさ 2 倍！」、はじめに大園先生は「人権とはみんなが幸せに生き

る権利」であると説明されました。続いて、山口県人権推進指針の中から 3つのキーワード「自
由」「平等」「生命（いのち）」を紹介して一つ一つの意味を丁寧に教えていただきました。 
この講演で特に印象に残ったことは、大園先生が終始笑顔を絶やさず、生徒一人ひとりに語り

かけておられたことです。そして、講演を終えて 3つのキーワードを生徒のみんなが覚えていた
ことに驚きました。生徒の皆さん、MVP!「L・O・V・E」覚えていますか。 
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１２月の行事予定 

・１２月 ８日(木) 期末考査時間割発表、生徒会役員選挙 
・１２月１５日(土)～１２月２０日（火）期末考査 
・１２月２３日(金) 終業式 


